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北海道コカ・コーラボトリング株式会社（本社：札幌市清田区 社長：矢吹 健次）は、 

7月 27日（水）から 8月 11 日（木）に「大沼ふるさとの森自然学校」（北海道亀田郡七飯町東

大沼 294-1 流山温泉）にて開催される「ふくしまキッズ夏季林間学校プログラム」に、清涼飲

料水と、学習プログラムの提供により応援いたします。 

また、26 日（火）12 時に同学校にて行われる開校式にて、清涼飲料水の贈呈を行います

ので併せてご案内いたします。 

  

「ふくしまキッズ夏季林間学校プログラム」は、原発事故の影響で自由に外出できない 

福島の小学生・中学生 450 人を対象に、午前中は大沼国際セミナーハウスで宿題などを 

行い、午後はスポーツ、アウトドア、創作活動、就業体験など様々な体験活動を選択し、 

夏休み期間中に子どもらしく、のびのびと大自然の中で過ごしてもらうために開催されます。 
 

 当社は、参加する未来を担う子どもたちに、清涼飲料水の提供に加え、今年生誕 125

周年を迎えたコカ･コーラについて知ってもらうため、社員による学習プログラム 

「コカ･コーラの秘密探検隊」を開催し、世界の水資源や環境、コカ･コーラの歴史について、

クイズなどを通じ楽しみながら学習する機会を提供いたします。 

 

つきましては、時節柄何かとお忙しいとは存じますが、是非取材を賜りたくよろしくお願い申し上げま

す。 

 

当社は、｢～北の大地とともに～｣をスローガンに、環境保全活動を通じて、持続可能で、

安全・安心な社会の実現を目指しております。 

これからも、次世代を担う子どもたちに、将来の地球の姿を考える場を提供することや、安全

で安心な地域づくりを応援する取り組みを、地元企業として、事業活動を通して継続的に推進し

てまいります。 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

北海道コカ・コーラボトリング株式会社 

広報・ＣＳＲ推進部 広報課  

TEL 011-888-2091 

 

福島の子どもの笑顔と元気応援プロジェクト 

「ふくしまキッズ夏季林間学校プログラム」を応援 
 


